
流通システム標準普及推進協議会

2023年度

－流通業界の問題／課題に対する取組を中心に －
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流通BMS協議会 活動報告

＜主な・・・本⽇のアジェンダ＞
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流通BMS協議会の活動報告
 導⼊⽀援セミナー開催⽅針
 未標準化業務への対応

新規調査検討案件など
 “なんちゃって流通BMS”の実態と対策
 卸-メーカー間EDI



１．流通BMS協議会の活動
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標準の普及推進活動

（１）メッセージメンテナンス部会
（２）技術仕様検討部会

（１）業界団体等に対する⽀援
（２）⼩売業の取引先説明会への講師派遣

⇒⼩売業・卸売業の社内説明会での講師も含む
（３）製品・サービスの紹介

⇒ロゴマーク使⽤許諾
⇒流通BMSソリューションEXPO

（４）相談窓⼝の設置
（５）導⼊⽀援部会

（１）普及セミナー開催
（２）各種資料作成 等

標準の維持管理活動

標準の導⼊⽀援活動

参 考

2-1．2022年度の維持管理活動
★ メッセージメンテナンス部会 【ＣＲ承認】
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参 考

 「百貨店版 インボイス制度対応」＜インボイス要件事項への対応＞
 2022.07.20 ⼀般社団法⼈⽇本百貨店協会よりCR提出
 2022.08.24 メッセージメンテナンス部会を開催し審議→承認
 2022.10.31 百貨店版Ver2.2公開

 ⽀払案内メッセージ
 登録番号、税率ごとの合計、適⽤税率・消費税額の追加

 仕⼊計上メッセージ
 返品時の「元納品⽇」項⽬の追加

 運⽤ガイドラインの改訂



2-2．2022年度の導⼊⽀援活動
★ セミナーの開催
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参 考

 IP網移⾏への対応
 流通BMS等によるインボイス制度対応テーマ

３⽉16⽇、24⽇、30⽇、4⽉5⽇⽇時

 ⼤阪／福岡／札幌のリアル開催
※例年通りの会場⽅向の相談コーナー設置

 東京のハイブリット開催（動画撮影→普及動画化）

場所

 インボイス制度の概要（財務省）
 IP網移⾏の最新動向 ※NTT東⻄
 インボイス対応の⼿引書 ※⽇⾷協
 流通BMSの対応【百貨店版】概要 ※百貨店関係者
 流通BMSの対応【基本形】概要 ※協議会事務局
 既に対応案等の公開企業（⼩売） ※⼩売業×２

登壇者

参加者︓
・札幌 10名（13名）
・⼤阪 22名（26名）
・福岡 15名（16名）
・東京 63名（90名）
／ｵﾝﾗｲﾝ 60名（70名）

2-3．2022年度の普及推進活動
★ 講座の開催
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★ 卸・メーカーの導⼊企業数推計

流通BMS Web講座（e-learning）
 2015年より導⼊講座、2017年に⼊⾨講座を追加

 2023年3⽉現在 累計 1,789ID発⾏済み
 ⼊⾨講座のリアル開催は、新型コロナウイルス感染症の拡⼤が⻑期継続し中⽌

参 考

 2022年12⽉で“17,767社” ＜半年で1,100社増加＞
 毎年、主要ITベンダーの協⼒で、6⽉と12⽉時点の推計値調査を実施

＜会員数の推移＞2団体が退会（⼀般財団法⼈家電製品協会、⽇本化粧品⼯業連合会）
※新年度からEDI等に関する検討を⾏なう会議体が無くなり、受け⽫がないため

2023.06
18,700社



3-1．2023年度の維持管理活動

6

参 考

◆重点項⽬
 2023年度も、2部会を設置し、正会員団体と密に連携

しCR等に迅速に対応する。
 メッセージメンテナンス部会と技術仕様検討部会

 近年の課題や各種会議体での検討内容を考慮し、
流通BMSとして必要とされる調査・検討などを適宜⾏う。
 値引・割戻し／リベート業務対応メッセージ 等

※P.14（参考）事業実施体制

3-2．2023年度の導⼊⽀援活動
◆重点項⽬
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 2023年度からは、導⼊⽀援部会を設置し、流通BMS
導⼊⽀援に注⼒した施策を検討・実施する。
 協議会主催セミナーの実施、動画／リーフレットの作成 など

 2023年10⽉施⾏予定のインボイス制度への対応を
円滑におこなうための情報提供
 正会員団体の説明会や勉強会での説明など

⼩売業の取引先説明会への講師派遣
製品・サービスの紹介、中⼩企業対策、相談窓⼝の設置

参 考



3-3．2023年度の普及推進活動
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導⼊状況の把握と開⽰
 導⼊企業数を申告情報を基に開⽰、導⼊企業数推計調査 等

講座の開催
 リアル開催よりも容易に受講できる“e-leaning”に⼀本化
 インボイス制度対応等の情報を付加し、内容を充実させる

広報活動
 流通BMS導⼊企業及びITベンダーの協⼒を仰ぎ、

導⼊事例などを協議会ホームページで公開

参 考

◆重点項⽬

１⃣ 導⼊⽀援セミナー開催⽅針
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◆導⼊⽀援部会（7/12開催）検討結果
開催時期／場所、テーマ、登壇者などについて検討を⾏なった
開催時期︓年度末頃【 2024年1⽉〜4⽉総会前まで】
開催場所︓東京、⼤阪＋α（例年は、札幌、福岡）
主なテーマ及び登壇者の案︓
 未対応業務標準化【値引等】
 検討状況を考慮して調整︓事務局他

 インボイス制度及び改正電帳法対応
 流通BMSを活⽤した事例紹介︓ユーザ企業様
 施⾏時の問題と今後の課題︓事務局他

＜上記内容をベースに活動の進捗を考慮し、再度調整を⾏う＞



２⃣ 未標準化業務への対応
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・SMを中⼼に値引等の処理などを、
返品伝票などの「処理種別」を「値引」として運⽤されている。

・流通BMSの返品メッセージで、
データ項⽬「処理種別」を「値引」として運⽤しようとしている。

標準外

値引／割戻し／リベートに関して、調査・整理し、
標準メッセージの必要性等を検討する︕

◆実態調査と標準メッセージ検討開発

２⃣ 未標準化業務への対応
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◆ユーザヒアリングの実施
流通BMS協議会事務局等で、値引き等の現状業務実態の調査を⾏う
 対象︓商品メーカー／卸売業及び⼩売業とITベンダーなど （数社）
 時期︓ 〜2023.12頃までに
 ヒアリング内容
 どのような⽅法で⾏っているか︖
• 独⾃のＥＤＩ
• 電⼦メール（帳票【Excel等】添付）
• 独⾃帳票や伝票など ※可能であれば現物も⾒せて頂きたい

 現⾏の業務運⽤フロー
 問題や課題

 2/08 ⼩売（HC）、3/31卸（加⾷）
 10/24 卸（加⾷）、 ⼩売（GMS）
 11/02 卸（⽇雑）
 ＜調整中＞

⼩売（GMS）、⼩売（DGS） 他



２⃣ 未標準化業務への対応
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◆値引／割戻し／リベート以外は︖

各種相殺項目の
取引明細は？

物流関連の項目
足りている？

リアルタイム処理
の技術は？

３⃣ “なんちゃって流通BMS”は・・・
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◆想像では・・・

まずは、回線問題の対応として・・・

メッセージは旧来の固定⻑JCAフォーマット
※ 殆どが個別仕様

通信⼿順を、JCA（公衆回線）から
JX（インターネット）に変更という、
回線問題のみを解決する形の対応



３⃣ “なんちゃって流通BMS”は・・・
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◆実態は・・・
⼩売業の要求する︖受発注情報の仕様が独⾃要素が多く、

流通BMSのメッセージでは対応できない︕
流通BMSメッセージに対応するためには、基幹系のシステム改

修が必要となる︕

対策は・・・
(ToT)/~~~

業務の⾒直しを⾏うための⼈材不⾜・・・︖
対応期間／コストの問題 改修範囲の問題 など

業務効率化や現状の課題を解決してコスト削減する
ためには、現状業務の⾒直しが必要では・・・︖︕

４⃣ 卸-メーカー間EDI
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◆次世代EDIの検討

次世代標準EDI検討専⾨部会＠⽇⾷協
【2023.05 卸・メーカー間次世代標準EDI検討報告書 公開】

DPC（Data Platform Construction）協議会
◆加⼯⾷品サプライチェーンのデータプラットフォーム構築の基本計画を検討・策定する

• SBM※（代表︓味の素）
• ⽇本加⼯⾷品卸協会
• ファイネット
• 流通経済研究所
• （オブザーバー）プラネット
• （オブザーバー）GS1 JP

事業所マスターチーム

GS1標準活⽤＋
Scope3 CO2算定チーム

次世代EDI検討チーム

※SBM会議（⾷品物流みらい推進会議）︓F-LINE参加企業6社＋キッコーマン、キユーピーの8社



導⼊⽀援へのご協⼒をお願いします︕
◆流通BMS未導⼊企業への働きかけ
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インボイス制度への対応等を含め、流通BMS導⼊を
促進するために、未導⼊の⼩売企業へPR
 正会員団体の説明会や勉強会での説明など
 卸売業様及びITベンダー様の協⼒の基、個別に

⼩売業様を訪問し、現状の課題等をヒアリングする
と共に、流通BMS導⼊の働きかけをおこなう

★是⾮とも、積極的にお声がけください︕

https://www.gs1jp.org/ryutsu-bms/

流通BMSに関する各種問い合わせは
E-mail : ryutsu-bms@gs1jp.org へ

流通BMSの維持管理等の業務に対し
ご指導・ご協⼒、宜しくお願い致します。


